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近畿大学大学院学則 

別記 

近畿大学大学院 研究科・専攻の教育・研究の目的について 

【近畿大学学園の「建学の精神」と「教育の目的」】 

近畿大学学園の建学の精神は、「実学教育と人格の陶冶」です。この建学の精神を具体的に実践す

るために「人に愛される人、信頼される人、尊敬される人の育成」を教育理念に掲げています。 

この建学精神と教育理念に基づいて、「広い教養に裏打ちされた人格とチャレンジ精神をもって未

来を志向しつつ、実践的学問すなわち実学の発展に貢献することのできる人材を育成」して、社会に

送り出すことに全力で取り組んでいます。 

本学の各学部・大学院及び各学校は、それぞれの人材育成目標に沿って、特色あるカリキュラムを

用意し、充実した教授陣が、質の高い教育を提供しています。 

学生の皆さんには、上記の建学精神と教育理念を理解していただき、本学園で、本当に優れた友人・

先輩・教員や夢中になれる学問に出会い、美しいものに打たれ、豊かな教養と専門的知識を身につけ、

各人固有の才能を見出し、自分に最もふさわしい将来設計をされることを願っています。 

【法学研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材像】 

法学研究科は、近畿大学学園の「建学の精神」と「教育の目的」を踏まえ、さらに、幅広い教養と

基礎的な学問的な力量を身に付けさせる法学部教育を知的な基盤としつつ、より専門的かつ学問的に

レベルの高い教育を教授し、院生の研究能力を涵養することを、その教育目的としています。この教

育・研究の実践を通して、現代社会の法・政治等の文化の発展に貢献する人材を育成することが法学

研究科の教育理念です。 

【法学研究科の学習・教育目標】 

法学研究科は、法律学専攻の博士前期課程と博士後期課程から構成されています。その対象となる

学問領域は、基本的には、法律学関係と政治学関係の分野です。 

博士前期課程での学習は、専攻する分野の学識を深め、それを修士論文という具体的な成果に仕上

げることにより完結します。これによって、将来、専攻する分野の研究者となりうる人材を、または、

社会及び時代のニーズに適合した高度の専門性を必要とする職業につくことのできる人材（実務家）

を、養成します。これが前期課程の教育目標です。 

博士後期課程での学習は、その学識を、理論的・実証的研究によって、さらに深め、最終的に博士

論文にまとめることになります。これによって、専攻する分野における、自立した研究者を育成する

ことが後期課程の教育目標です。また、法学教育を担いうるような人材も養成します。 

このような教育目標を実現するには、できる限りマン・ツー・マン的な少人数教育が望ましいと考

えています。そのために定員を、博士前期課程では10名、博士後期課程では５名に抑えています。 

【法律学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

基本的に、法律学関係と政治学関係の科目が配置されています。法律学関係では、いわゆる六法科

目である憲法、民法、刑法、民事訴訟法、刑事手続法をはじめ、現代の社会的な注目を集めている国

際法、労働法、社会保障法などの科目、税理士になろうとする人にとって必要不可欠な租税法、先端

科目である知的財産法、さらには基礎法科目である法哲学、法制史などが開講されています。 

政治学関係では、政治学、国際政治学、公共政策論が履修可能です。 

本格的な論文作成には、諸外国との比較も必要ですから、外国語科目として英語のみならずドイツ

語・フランス語についても開講し、その語学能力が高められるように配慮しています。 

【その他の特色】 

法学研究科では、次のような資格を得ることができます。 

１ 教育職員免許状（高等学校専修） 

高等学校教諭一種免許状を既に取得している場合、博士前期課程終了後に免許状の授与申請を

すれば、高等学校教諭専修免許状を取得することができます。 

２ 税理士試験免除の資格の取得 

租税法に関する修士論文を提出すると、国税審議会の認定をへて、税理士試験の税法科目のう

ち２科目が免除となります。 

【商学研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材】 

商学研究科では、「広い教養、良識と常にチャレンジする精神をもち、そして、実践的な学問、実
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学を旨とする」という近畿大学の教育理念に基づいて、国際化・情報化社会に対応するため、商学、

経営学、会計学、ＩＴビジネス、キャリア・マネジメント学、スポーツマネジメントの各系列内およ

び各系列間の有機的結合に重点をおいたカリキュラムを編成しています。学習・教育目標として、商

学研究科に所属する大学院生が、理論研究に加えて、実践的な応用力を養うことも重視して、企業経

営の戦略面や技術面に関する高度な専門知識を実際に活用できる人材を育成することを目指します。

その際、教員が行う講義とともに、大学院生が自ら行う研究活動を通じて、商学研究科で得られる高

度な専門知識を企業経営の現場で実際に活用できるという強い信念と自信を、所属する大学院生に持

たせるように配慮しています。 

【商学関連系列の学習・教育目標】 

商学関連系列では、現代のビジネス社会や企業に生起する現象をさまざまな角度から総合的に研究

します。商学関連系列の研究対象には企業の市場行動に関わる「マーケティング戦略」と企業環境を

洞察し、分析する「商学関連」があります。このため、「市場環境の変化に対する企業の創造的かつ

統合的な行動」である「マーケティング研究」を中心にして、「商学関連」の研究も積極的に行いま

す。学習・教育目標として、激変する企業環境を洞察し、分析する能力と、その変化に対応する戦略

立案能力および意思決定力を修得できるように実践的な学習を積み重ねて、戦略的マーケティングの

プロフェッショナルとして活躍できる経営者と研究者の育成を目指します。 

【商学関連系列のカリキュラム編成上の特色】 

マーケティング戦略に関わる科目として、マーケティング特論、観光マーケティング特論、国際マ

ーケティング特論など、商学関連に関わる科目として、流通システム特論、貿易特論、保険特論など

が開講されています。 

【経営学関連系列の学習・教育目標】 

経営学関連系列では、「マネジメント」を共通の研究対象とします。しかしながら、マネジメント・

ジャングルと呼ばれるように、現在では多様な取り組みがなされており、結果として、多彩な理論が

展開されていますが、我々が多用するアプローチは、経営資源の管理原則を解明するものと、企業・

組織の行動原則を検討するものに大別でき、実際にマネジメントを研究するには、これら２つのアプ

ローチを適宜に使い分ける必要があります。学習・教育目標として、経営学関連系列に所属する大学

院生が、修得した専門知識を活かして、企業・組織の行動原理に対応しながら、経営資源を有効活用

できる、専門経営者として、マネジメントの現場でキーパソンとして活躍できることを目指します。 

【経営学関連系列のカリキュラム編成上の特色】 

経営資源の管理原則を解明する科目として、人的資源管理特論、経営管理特論、財務管理特論など、

企業・組織の行動原則を検討する科目として、経営戦略特論、非営利組織経営特論、企業行動特論な

どが開講されています。 

【会計学関連系列の学習・教育目標】 

会計に関する研究領域は、企業の内部・外部にいる情報利用者に向けられた会計情報を認識、測定、

伝達することを目的とするが、財務会計論、管理会計論、監査論等に大きく分けられます。しかしな

がら、会計をとりまく社会環境は、国際化・多様化し、会計基準、監査基準も国際化、ＩＴ化に対応

したものが求められています。この先端的な会計研究について理論から実践までを修得できるように

カリキュラムでは配慮しています。学習・教育目標として、会計学関連系列に所属する大学院生に対

して、強固な職業倫理観を有すると共に実践的で高度な知識を持つ会計人、なかでも税理士を中心と

する高度な職業会計人として必要な知識を教授し、識見を習得させることを目指します。このため、

我々は、職業会計人に対する社会の高いニーズに対して、その期待に応えられる能力を有する人材を

育成し、将来、国内外で活躍できるように指導します。 

【会計学関連系列のカリキュラム編成上の特色】 

財務会計特論、簿記特論、会計監査特論、分析特論などの会計に関する各領域を体系的に編成する

とともに、各領域において、基礎、専門、実践へと段階を踏んで学習できるよう配慮しています。 

【その他の特色】 

税理士試験では、税法に属する３科目と会計学に属する２科目の合計５科目全てに合格しなくては

なりません。会計学専攻分野で、会計学や税法に関する科目を修得して学位を取得し、特定の要件を

充たす修士論文を提出することで、税理士試験において科目の一部が免除されます。 

【ＩＴビジネス関連系列の学習・教育目標】 
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ＩＴビジネス関連系列では、ＩＴをビジネスの道具として活用するための実践的な試みを研究しま

す。商学研究科内でのＩＴビジネス関連系列であるために、あくまでもビジネスの変革に焦点があり、

新しい技術の探求ではなく、技術の新しい利用法の探求を目指します。２つの研究領域があり、一つ

はＩＴビジネスのプロフェッショナルとしてＩＴを前提とした新しいビジネスモデルの研究、他はシ

ステム設計のプロフェッショナルとして戦略的情報システムの企画・設計・制作の実証研究です。学

習・教育目標として、ＩＴビジネス関連系列に所属する大学院生に、単なる知識だけではなくて、実

践力（現場力）を養うことを目指します。その際、短期間で多くの実践は困難であるため、１つの課

題を選択して一から十まで実践することにより、ビジネスの現場でＩＴがわかるリーダーとして活躍

できる人材を育成します。 

【ＩＴビジネス関連系列のカリキュラム編成上の特色】 

ＩＴビジネスのプロフェッショナルを目指す主たる科目として、情報システム特論、経営情報特論、

ｅビジネス特論などが、システム設計のプロフェッショナルを目指す主たる科目として、システム技

術特論、システム監査特論、情報倫理特論などが開講されています。 

【キャリア・マネジメント関連系列の学習・教育目標】 

キャリア・マネジメント関連系列では、経営資源の「ヒト」に特化し、人材の有効活用について研

究します。従来の「組織」の視点で強調されてきた、組織とそれを構成する人材に、「個人」の視点

からの分析・考察を加えて、人材マネジメント論、キャリア論の新しい専門領域を開拓し、構築する

ことを目指します。人間に対する深い理解に基づく新しい時代のビジネスの研究です。学習・教育目

標として、キャリア・マネジメント関連系列に所属する大学院生が、修得した専門知識を活かして、

企業・組織の行動原理に対応しながら、「ヒト」という経営資源を有効活用し、組織人として、また、

個人としても、最高のビジネスを展開することを目指します。 

【キャリア・マネジメント関連系列のカリキュラム編成上の特色】 

キャリア開発特論、雇用政策特論、組織行動管理特論、ベンチャービジネス特論などを開講して、

組織目標の達成と、個人のキャリア形成の融合を図る理論の構築と実証研究を行います。 

【その他の特色】 

新しい専門領域を開拓し、構築するためには、既存の伝統的な専門領域に対する深い理解が不可欠

です。このため、キャリア・マネジメント関連系列では、商学研究科の他の４関連系列についても履

修できるようにカリキュラムをデザインしています。しかしながら、同時に、学習・研究設計の独自

性により、「人」、「組織」に対して大学院生が深く洞察し、最適な理解を得るように配慮していま

す。 

【スポーツマネジメント関連系列のカリキュラム編成上の特色】 

スポーツマネジメント関係は、スポーツに関連する産業・ビジネスの発展とスポーツ文化の振興を

研究対象としています。またこれらの研究領域では健康関連産業とも密接に関連し、健康寿命の延伸

による国民医療費削減をめざす施策を背景とし、健康・スポーツ分野での高度なマネジメント能力を

有する専門家の養成が期待されています。これらの要請に応えるために、運動行動・健康プロモーシ

ョン特論、フィットネスマネジメント特論を中心に、スポーツ愛好者組織とクラブマネジメント、ス

ポーツプロモーションおよびヘルスプロモーションについて研究を進めます。 

【経済学研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材像】 

経済学研究科の特色は設立以来、「実学の精神」を重視して、現実の経済社会が直面する課題の調

査・研究にあり、教員もこのタイプの研究者が多くいます。その教育研究は、学校教育法第99条に沿

って、経済学の各分野で理論と応用を深く研究し、文化の進展に寄与することを使命としています。

そのため、(１)基礎研究を中心とした学術の推進や研究者の養成、(２)高度の専門能力を有する人材

の養成、(３)社会人の再学習・生涯学習の機会提供を目的としています。 

このような使命・目的を達成するため、経済学研究科は、経済学の先端的研究を踏まえて、第１に

各専門分野で高度な知識に裏付けられた「問題発見型」の人材、第２に経済現象に対する高度な分析

能力を持った「問題解決型」の人材、第３に対人関係や社会現象を「広い視野から温かい心」で分析

できる人材を育成します。 

【経済学研究科の学習・教育目標】 

経済学研究科は、研究者や専門職の養成を目的とします。博士前期課程では、理論・計量分析、公

共政策・産業、国際経済・歴史の３分野において、多くの教員との「ふれあい」の機会と、系統的な
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講義科目（２単位）の修得をめざしています。博士後期課程では、指導教員と、関連分野の副指導教

員との「複数指導体制」によって博士学位の取得をめざしています。専門職の養成では、第１に社会

人のための夜間主コース、第２に税理士資格に必要な租税論特論や租税法特論、第３に地歴・公民・

商業の教職資格に必要な講義科目を開設しています。公務員の研修・研究のためには、公共団体やそ

の他の機関から「委託生」を、国際交流のためには、「留学生」を受け入れています。 

【経済学研究科のカリキュラム編成上の特徴】 

博士前期課程では、共通科目と分野科目、外国文献研究や演習などに分かれています。共通科目は、

ミクロ経済学特論やマクロ経済学特論、国際経済学特論など、各分野に共通する基礎的な科目です。

理論・計量分析分野では理論経済学特論や行動経済学特論など、公共政策・産業分野では財政学特論

や環境経済学特論など、国際経済・歴史分野ではアメリカ経済論特論や西洋経済史特論などが、より

専門的な分野科目です。系統的な講義科目の２単位化によって、多くの教員との「ふれあい」の機会

が得られるはずです。特定の講義科目をさらに継続したいときには、特殊講義で延長も可能です。博

士後期課程では、指導教員と、関連分野の副指導教員との「複数指導体制」です。学会発表や査読雑

誌への投稿などによって博士学位の取得をめざしています。 

【その他の特色】 

経済学研究科では、基本的な英語文献と、実際のデータやフィールドワークによる実証研究に基づ

いて学位論文を作成することが多いことも特色です。 

【総合理工学研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材像】 

高度の科学技術に関する教育と研究を通じて、地域社会、国および人類の知の創造と平和と福祉に

貢献することを理念とします。 

高度の専門性を要する職務の遂行に必要な幅広い学識および科学技術を修得するとともに、研究職

にあっては自立して研究活動を行う能力、技術職にあってはリーダーとしての高度な技術開発業務を

統括し推進できる力を身につけ、それに加えて、研究者・技術者としての社会的責任の自覚と、国際

化も視野にいれたプレゼンテーションとコミュニケーション能力を身に付けた人材の育成を目的とし

ます。 

【総合理工学研究科の学習・教育目標】 

理学から工学まで、人間環境から地球環境までを視野に入れた人間性重視の研究と教育を行い、「限

りある資源を限りのない創造」でもって人類の未来を構築することを学習と教育の目標としています。 

より具体的には、基礎から応用面にわたって高度な専門的研究を行うと共に、狭い専門領域にとら

われない幅広い視野と柔軟な思考能力を持った研究者や高度専門職業人を養成することを目標として

います。 

【理学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

理学専攻は、 

１ 既存の学問分野の壁をうち破る（学際化、広領域化） 

２ 学生、教員の流動性の確保（流動性） 

３ 世界に通用する研究の推進（国際性） 

４ 幅広い視野と総合的判断力を持った人材の育成（高度専門的職業人の養成） 

をモットーとし、以下の４分野に分かれてはいるものの互いに接点を持ちながら活動しています。 

数理解析分野 

人間の知性として言語の次に根源的なものは『数理』です。その根源的なるものを学び研究してい

きます。数学は自然科学の発展に伴って、現在もなお急速な発展を続けており、純粋数学の枠を越え

て、数理科学という言葉を生み出しました。人類が誇るべき文化である『数学』を発展させる人材を

育てます。 

物理学分野 

自然現象に秘められている基本原理を理論的・実験的に探求するのが物理学です。宇宙、素粒子、

低温物性（高温超伝導、超流動、相転移）などをはじめ、広く自然の現象を鋭く見つめて、それを自

らの問題に設定して解決する人材を育てます。宇宙から素粒子まで幅広く研究することが出来ます。 

機能性分子化学分野 

自然現象を原子・分子・物質によって解明していくことを追及する研究分野です。さまざまな物質

の合成から生命科学・情報科学などにおける先端技術の開発に至るまで全てを扱います。実験と理論
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を通じて科学的なものの見方を養い、物質の合成・反応・分析・構造決定・物性測定等を詳細に探求

します。 

生物・環境化学分野 

理工学の視点から生命科学を探求して人類と地球生態系の安定を希求しています。 

特筆すべきは、「生物・環境化学分野」の中に含まれる「遺伝カウンセラー養成課程」で、日本人

類遺伝学会と日本遺伝カウンセリング学会の両学会が共同設置している「認定遺伝カウンセラー制度

委員会」の第一回機関審査で認定された全国７校の大学院専門コースのひとつであり、平成17年４月

より西日本唯一の「非医療系遺伝カウンセラー養成課程」として教育を行っています。また、本養成

課程は平成17年７月に文部科学省科学技術振興調整費「新興分野人材養成プログラム」に京都大学大

学院遺伝カウンセラー・コーディネータユニットとの合同プログラムとして５ヵ年受託事業に採択さ

れ、一部の講義と演習は京都大学と合同で実施しています。本養成課程の学生は、理学修士の学位に

加えて、認定遺伝カウンセラー制度委員会が実施する「遺伝カウンセラー認定試験」の受験資格を得

ることができ、合格すれば専門職として病院・クリニック・研究機関・検査会社等で働くことができ

ます。 

【物質系工学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

物質系工学専攻は、分子プロセス工学・複合物質工学・材料創成工学の分野から構成されており、

それぞれの分野の学際的な特徴を生かし、広領域における諸問題を考察できる柔軟な思考力と豊かな

創造性を身につけた人材を育成するための学術・研究指導を行います。分子プロセス工学では、生体

系および固体表面における触媒反応の機構解明と高効率触媒プロセスを開発し、複合物質工学では、

ナノからメゾスケールの無機・有機複合物質の新規合成法とナノ機能物質を開拓し、材料創成工学で

は、有機分子を基本骨格として、医用材料をも含めたインテリジェントマテリアルを創出しています。

最先端の研究設備を有する本専攻の研究活動は活発で、学会発表は勿論のこと、研究成果は世界の一

流学術雑誌で報告しています。また、院生は、ＴＡ等の経験を通して指導力を身に付けています。 

【メカニックス系工学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

次世代文明の高度発展を支えるメカニックスに関する基盤技術の研究者、高度専門技術者を育成す

るために、以下に示す実用性を重視した幅広い研究分野を有します。 

材料とプロセス分野 

工業の発展を支える材料を研究し、材料の物性や組織とその形成プロセスの原理、加工技術の向上

を追及しています。さらに地球環境・エネルギー・資源と材料との係わりに目を向け、最近のＩＴ技

術を駆使して新しい機能や性能を有する合金材料、複合材料を設計・開発できる技術者を養成します。 

エネルギーと流れ分野 

熱・流動工学がエネルギー変換・利用工学に果たす役割は重要です。水素エネルギー社会の実現や

ゴミのエネルギー化などの問題を扱い、水素燃料電池自動車から環境汚染防止技術まで次世代エネル

ギーを広く研究しています。 

情報と制御工学分野 

情報通信社会の発展と呼応して、知的判断を備えたロボットや、より高速・高精度な自動化システ

ムの開発が求められています。このような知能化された機械のシステム設計と計測制御技術に精通し

た技術者を養成します。 

設計と生産分野 

自動車・航空機・オートメーション機械など現代社会を支える工学システムは、高性能・高品質・

高信頼性・高安全性だけでなく、高精密加工技術、効率的生産性が求められます。その基盤となる設

計工学・生産工学・加工学・情報工学の最新の研究・教育を行い、社会ニーズに応える技術者を育成

します。 

【エレクトロニクス系工学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

エレクトロニクス系工学専攻の研究分野は、材料、デバイス、電子機器、制御、システム設計、情

報通信、原子力など非常に多岐にわたっています。これらの分野は、以下の４つに分類したコース構

成になっています。 

計測・情報システム分野 

環境情報システム、センサエレクトロニクス、制御工学、数理情報工学、ネットワークなどハード

とソフトを融合させ、計測・制御・情報を一貫させた研究体制をしいています。 
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材料・デバイス分野 

レーザー応用工学、極限光技術、電子・半導体・誘電体材料、材料プロセスなど光に関係する研究

と、多くの産業を支える電子機器の材料開発を中心とした研究を行っています。 

情報処理分野 

人工知能、画像工学、組込システム設計、組合デザイン、情報理論、分散処理ソフトウエア、コン

ピュータ科学、ビジネスモデリングなど現代の情報社会を支える基礎的研究を行っている。 

原子力エネルギー分野 

原子核工学、放射線計測学、水素エネルギー工学など原子力に関連したエネルギー開発に取り組ん

でいます。 

【環境系工学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

自然環境や都市・居住環境の保全と再生、自然災害に対して安全な構造物の構築、人と地球に優し

い公共施設・居住空間の整備や創造に関する高度な専門知識を活かして、人間社会・地球環境に国際

的レベルにおいて幅広く貢献する次世代を担うリーダーとなる人材を養成します。構造物の構築のた

めのハードの知識とともに、社会環境のあるべき姿を見通し、グローバルな知見を持って実現に導く

先見性と創造性を養います。また、国内外の市民と共同して問題を解決するために必要なコミュニケ

ーション力や社会的責任感を養います。 

博士前期課程では、これらの能力を持つ高度な計画者（プランナー）、設計者（デザイナー）、技

術者（エンジニア）、公共政策デザイナー（公務員等）、コンサルタント、アーチスト、市民リーダ

ー等を養成します。博士後期課程では、これらの分野について自立して研究することができる研究者

を養成します。 

上記の教育目標に向けた幅広い知識を身につけるとともに、これらを構成する次のいずれかの個別

分野の目標に即した研究活動を通じてその分野の高度な知識・分析力・総合力を身につけます。あわ

せて地球環境保全や社会基盤形成に貢献することを視野に置き、ホーリスティックな環境系教育分野

（土木・建築・環境等）のもと、国際的に通用するコミュニケーション力に長けた高度な人材の養成

を目指します。 

地球・人間環境工学分野 

地球環境と人間環境に関わる社会的ニーズに対処できる人材の養成 

―地球環境および資源問題に配慮しつつ、快適で安全な室内環境を有する居住空間を実現するた

めの研究に取り組みます。また、水圏環境を中心に自然環境保全・修復・管理の研究に取り組

みます。 

都市・居住環境計画分野 

社会基盤および居住環境の創造と管理に関わる人材の養成 

―21世紀の福祉社会の基盤構築を目指し、人間と建物、建物相互および都市と地域の諸問題を理

解し、効率性だけでなく生活者の目線でつくる参加型のまちづくり、および安全な社会基盤や

地下空間を含む次世代の社会基盤整備の研究に取り組みます。 

建築設計・計画分野 

建築設計、造形意匠等の社会的ニーズに対応できる人材の養成 

―建築設計に必要な多面的な要求に対し、その職能と社会的使命を理解し総合的に判断・処理で

きる技術者の養成を目指して、人間工学、歴史、理論、芸術的視点から研究に取り組みます。

インターンシップやオープンスクール、スタジオ型教育を通じ、プロジェクトにおける基本的

な計画条件を設定するための調査方法や施工技術を含めた知識、また、予算や法的制約を調整

できる総合的な設計能力を身につけます。 

構造工学分野 

構造物の構築に関わる社会的ニーズに対応できる人材の養成 

―鉄筋コンクリート構造や木質系構造などの建築構造物の構造技術や構造設計法、および橋梁工

学などの土木構造物の構造技術の研究に取り組みます。 

耐風・耐震工学 

地震や風などによる災害に対して構造物の安全性を確保する社会的ニーズに対応できる人材の養成 

―構造物の耐震安全性確保の観点から構造物の振動理論、地震時の挙動の解析、安全性の評価、

振動制御などに関する研究に取り組みます。 
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材料・地盤工学 

環境材料や地盤・道路工学の社会的ニーズに対応できる人材の養成 

―建築施工原理の包括的理解に基づく建築工法や、環境を保全し育むための各種材料の有効活用、

構造物の基礎となる地盤の挙動の解析、道路計画の理論などの社会基盤分野に取り組みます。 

【東大阪モノづくり専攻のカリキュラム編成上の特色】 

東大阪モノづくり専攻は、「企業と大学で学ぶモノづくり技術の修得」をキーワードに、研究・開

発現場で、新しい試みを提案し、関係者にその意義を説き、理解と協力を得ながら、意欲的に研究開

発を推進できるマネジメント力と、最新の機器だけに頼らず、手に入る身近な材料を自ら加工して必

要なものを組み上げるモノづくり力とを併せ持つ、実社会と乖離しない研究者・技術者を育てる、専

門分野横断型の専攻です。 

専修分野（これまでの専攻の枠にとらわれない学問分野横断的構成） 

基礎分野（地場産業組織論、知的所有権、産業倫理などのＭＯＴの基礎） 

国際分野（国際インターンシップによる国際的企業経営の素養） 

特別分野（東大阪モノづくり特別演習、東大阪モノづくり特別研究による企業現場での最先端のモ

ノづくり技術の修得） 

【薬学研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材像】 

薬学研究科では、薬学に関する独創的な研究を行い、卓越した洞察力と問題解決能力によって将来

多様な薬学領域において指導的立場で活躍できる人材を育成し、社会に輩出することにより人類の福

祉と健康に貢献することを理念としています。 

薬学専攻の教育目的は人の生命に直結する医薬品の創製・開発に携わり、あるいは医療の現場で薬

を扱う立場に立つことからも、高度な研究能力と創造性に加えて、幅広い教養とともに、生命、医療

に対する高い倫理観をもち、豊かな人間性を備えた社会に信頼される人材の養成であります。 

薬科学専攻では、特に創薬科学および生命薬科学とその関連領域における優れた研究能力の育成に

努め、医薬品の創製・開発や安全性の向上、あるいは薬学的観点から生命科学の進歩に貢献しうる人

材を育成することに重点をおいています。また、将来、人の生命に直結する分野に携わるために必要

とされる高度な倫理観と豊かな人間性を備えた社会に信頼される人を輩出することにも大きな力を注

ぎます。 

【薬学研究科薬学専攻の学習・教育目標】 

薬学専攻では、最先端の創薬科学研究、臨床薬学研究を推進できる独立した研究者としての能力を

涵養し、優れた研究者を育成することを目標としています。 

【薬学研究科薬学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

薬学専攻では、「専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に

専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力およびその基礎となる豊かな学識を養う」という目

標を達成させるために、従来の研究活動を中心とした教育課程、教育指導方法からの大きな変更はな

いが、その中でも特に、国内での学会発表のみならず海外での学会発表の奨励ならびに学会誌などへ

の投稿論文の作成など徹底した指導を行ないます。さらにより幅広い知識および各分野の最先端の学

術内容に触れることのできるように、「総説講演」を義務付け、「専修科目」に関連した幅広い分野

からテーマを選択し、文献検索を行い、内容を纏めて発表します。 

さらに、現在死亡原因の第１位であるがんの治療に対する安全対策の徹底、外来がん化学療法患者

の増加などの社会的ニーズに伴い、がん薬物療法等の専門分野の知識・技能・態度を持つ薬剤師の養

成が急務となっています。このような社会的要請に応えるため、平成20年度に「がん専門薬剤師養成

コース」を設置しました。本コースは、がん治療に特化した高い知識と技能の習得と、学位取得を目

指し、がん治療の最前線で即戦力となる、質の高いがん薬物療法の指導者育成を目的とします。この

コースの大学院学生は医師、コメディカルが混在した教育環境下、患者の治療とサポートに共通の意

識を持ち、チーム医療を実践しつつ、より高度な知識・技能・態度の醸成を図ります。また学内外の

医学・薬学・看護学・理工学部が連携し、学位取得に向け、がん医療に貢献する臨床研究、トランス

レーショナルリサーチあるいは基礎研究に対する支援も行い、学部・大学院・病院が連携、連動し調

和のとれたがん医療教育を行うことを特色としています。 

【薬学研究科薬科学専攻の学習・教育目標】 

学部教育において獲得した薬に関する基礎知識・技能に立脚し、薬の創製・開発、安全性の向上、
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さらに生命薬学に関する高度な最先端の知識を修得し、独創的な研究を行うことにより洞察力、創造

性、問題解決能力を養います。また、研究を通して、コミュニケーション能力と生命および医療に対

する高い倫理観をもつ人間性豊かな人材を育成します。 

【薬学研究科薬科学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

薬科学専攻は、「創薬科学コース」「生命薬科学コース」「がん専門薬剤師養成コース」の３つの

コースから構成されています。 

「創薬科学コース」では、将来、主に企業、研究所などにおける創薬研究の場で活躍できる人材の

養成を目的として、創薬分子設計学、医薬品化学、薬用資源学、天然活性物質学、分子細胞生物学、

生物情報薬学の６つの「特論講義」（各２単位）を開講します。一方、「生命薬科学コース」では、

将来、企業、医療機関、行政機関などで幅広い分野の生命・医療系研究を行うことのできる人材の養

成を目的として、機能性分子化学系（生命有機化学分野、薬品分析学分野、生体分子解析学分野）、

分子生命薬科学系（神経生化学分野、分子医療・ゲノム創薬学分野、機能製剤設計学分野）、薬効薬

物動態解析学系（病態薬理学分野、薬物治療学分野、薬物動態解析学分野）、社会医療薬科学系（公

衆衛生学分野、臨床薬剤情報学分野、医薬品評価解析学分野）の４つの「特論講義」（各２単位）を

開講します。さらに、薬科学分野における最先端の研究動向を学修する機会を提供するため、国内外

より優れた研究者を年に９名程度招聘して行う「特別講義１」と「特別講義２」をそれぞれ１、２年

次に両コース共通科目（各３単位、計６単位）として開講します。両コースの学生は、それぞれのコ

ースの特論科目の中から１つを「専修科目」として選択し、その科目に関する「演習」（４単位）お

よび「特別実験」（16単位）を合わせて学修します（生命薬科学コースの「演習」、「特別実験」に

ついては分野を１つ選択します。但し、臨床薬剤情報学分野と医薬品評価解析学分野の「演習」、「特

別実験」は薬剤師免許を有する人だけが選択できます）。また、専修科目22単位（講義２単位、演習

４単位、特別実験16単位）以外に、創薬科学、生命薬科学の両コース特論講義あるいは特別講義１、

２の中から、同一コース科目１つ以上を含む８単位以上を学修します。専修科目においては、講義・

演習・実験を系統的に実施し、研究に必要な基本的能力を修得した後、最先端の知識・技術を学ぶと

ともに自ら問題を発見し、考え、解決に向けて具体的に行動することで実践力を養います。このため、

得られた研究成果を学会等において積極的に発表することを特に奨励しています。 

「がん専門薬剤師養成コース」は、薬剤師免許をもつ社会人等のために設置するコースで、がん治

療に特化した高い知識と技能を習得し、癌治療の最前線で即戦力となる、質の高いがん薬物療法の指

導者育成を目的とします。このコースの学生は医師、コメディカルが混在した教育環境下、患者の治

療とサポートに共通の意識をもち、チーム医療を実践しつつ、より高度な知識、技能、態度の醸成を

図ります。また学内外の医学・薬学・看護学・理工各学部が連携し、がん治療に貢献する臨床研究、

トランスレーショナルリサーチあるいは基礎研究を行い、学部・大学院・病院が連携、連動し調和の

とれた医療教育を行うことを特色としています。他の２コースと同様の特論講義・演習・実験に加え

て、薬剤師、医師、看護師の立場からの癌化学療法への取組みを幅広く学ぶための講義・演習カリキ

ュラムを提供するほか、医学部・病院等における１年間の長期臨床研修を実施することで実践力を養

成します。 

【総合文化研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材像】 

人文・社会・自然の諸科学を横断し、それぞれの分野の知識をばらばらに身につけることではなく、

共通の基盤の上に成立していることを知り、物事を考える力や創造する力を養います。これが「総合

文化」の意味であり、この研究科がめざすものです。グローバル化し、情報がめまぐるしく飛び交い、

ますます複雑化していく現代にあって、このような総合的な視野を獲得することは、いかなる道に進

むにせよ、自己そのものや自己を取り巻く現実の諸問題に立ち向かい、解決を模索しつつ、理想を追

求していくという本学の「実学」「未来志向」という教育理念を実践するものです。 

そのためには個々の学問分野の知識を貪欲に学ぶことがまず重視され、その基礎のうえに学際的な

交流が進められます。この過程を通じて従来の枠組みを超えた「学知」の創造が展望されていきます。 

平成23年１月の中央教育審議会の大学院教育にかんする答申が示しているように、グローバル化社

会のなかで多様な分野で活躍できる高度な知識と実践力をもった人材が大学院教育に求められていま

す。 

これを念頭に、本研究科の課程を通じて、具体的にはより高められた情報収集能力、分析能力、企

画能力、論理展開能力をもち、クリエイティヴな文化を発信しつつ国際社会および地域社会に積極的
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にチャレンジしていく人材の育成をめざします。 

このように総合文化研究科全体としては、専門的な職業人・研究者の養成をめざしていますが、具

体的には以下のとおりです。 

①高度な専門的知識と研究・調査能力を有する研究者、大学の教員（大学院博士課程への進学者）。 

②高度な専門的知識と実践力を身につけた批評家、編集者、ジャーナリスト、学芸員、都市計画コン

サルタント、臨床心理士、産業カウンセラー等。 

③教科に関する専門的知識や語学力、指導力を備えた中等教育における教員 

④専門職として高度な語学力と国際性をもつ企業人、公務員。 

⑤専門的知識や企画力、創造力をもつＮＧＯ／ＮＰＯの職員、各領域でのコーディネーター 

【総合文化研究科の学習・教育目標】 

総合文化研究科は、日本文学専攻、英語英米文学専攻、文化・社会学専攻、心理学専攻の４専攻か

ら構成されます。さらに日本文学専攻には言語・文学コース、創作・批評コース、文化・社会学専攻

には歴史学コース、現代文化学コース、社会学コース、都市学コース、心理学専攻には心理学コース、

臨床心理学コースが設置されています。 

日本文学専攻の言語・文学コースでは、日本語と日本文学に関わる様々な言語状況の専門的な研究、

作家や作品の時代背景を検討して新たな意味づけを発見すること、斬新なテクスト解読、日本語の理

論的考察や社会的役割の解明などに取り組みます。創作・批評コースでは、近代文学の創作技法の分

析、思想、批評の理念およびイデオロギーの解明を世界的視野に立って研究し、様々なジャンルを横

断して新たな〈知〉を創出することをめざしています。 

英語英米文学専攻では、学際的視野に立って専門のテーマを深く掘り下げ、英語文化圏の詩や小説、

その他の文学作品を分析、解釈し、研究する過程においてあらゆる文学的真実を探ります。 

文化・社会学専攻の歴史学コースでは、文献史料、考古資料、テクスト解読、地域調査等を通じて

時間的には原始・古代から近現代まで、空間的には日本や世界各地の歴史や文化の研究とその応用を

めざします。現代文化学コースでは、今変化しつつある多様な文化現象を思想的・芸術的など、様々

な複合的視点から読み解く能力の育成をめざし、複雑な現代社会をアクティヴに生き抜く方法を研究

します。社会学コースでは、現代社会の構造を理論と実証の両面から多面的にかつ的確に解明し、国

際化・情報化を視野に収めつつ、望ましい社会のありかたや制度を考えていきます。都市学コースで

は、「都市」を対象とする諸研究を学際的、横断的に学び、コミュニティを基盤とした市民参加の都

市・まちづくりを考え、自然環境との調和を探っていきます。 

心理学専攻の心理学コースでは、人間、社会・文化、環境などへの広い関心と深い洞察を進めなが

ら、実証的、科学的に人間行動のメカニズムを探求し、心的活動における生理・医学的機序を理解し

ていきます。臨床心理学コースでは基礎的な心理学を土台に据えつつ、現代社会で求められている地

域における心のケアとサポートを提供できる専門家に必要な知識とスキルを身につけることをめざし

ています。 

【総合文化研究科のカリキュラム編成上の特色】 

「総合的かつ高度な知識と実践力を持った専門的職業人、研究者の養成」という目的のために、本

研究科は以下のような教育的配慮をともなうカリキュラム編成をしています。 

①学生の主体的選択によって主専攻を選択させること。 

②各専攻の総合力を高めるために分野横断的、あるいは広範な領域からなる「共通」科目を設定する

こと。 

③研究指導・修士論文作成指導においては、これを徹底させるために指導教員が責任を持つが、同時

に定期的に開かれる研究発表会などを通して、他の教員も積極的に助言、提言を行うこと。 

履修上の特色として、自専攻の選択必修の授業科目の中から選定した２科目４単位と必修の演習４

単位をその学生の専修科目とし、さらに、専修科目、共通以外の自専攻（文化・社会学専攻および心

理学専攻心理学コースは自コース）の授業科目から16単位以上、共通科目から８単位以上を修得する

ことが義務づけられています。 

１年次には選択必修科目を複数選択し、その中から自分の研究テーマを決定し、２年次では指導教

員を決定し、その下で修士論文を作成します。 

各コースのカリキュラム編成上の特色は以下のとおりです。 

日本文学専攻の言語・文学コースは日本文学・日本語についての体系的な知識や研究方法を身につ
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けるために、日本古典文学・日本近代文学・日本語各分野についての科目を設置しています。学生は、

詩歌か散文のいずれかを核としながら、１年次には日本文学の作品、あるいは他ジャンルの文献を、

それぞれの講義を通して、広く深く学んだうえで、自身のテーマを見定めて、修士論文の作成に向か

います。 

創作・批評コースは文学作品の創作や作品の批評についての知識や表現方法を身につけるために、

小説や詩などのフィクション・作品批評といった分野についての科目を設置しています。18世紀から

20世紀に及ぶ日本および世界の文学と諸芸術の批評と思想の批判＝吟味、さらに21世紀の思想と社会

の動向の再検討を行い、その根本問題を世界各国の歴史、哲学、経済人類学、人類学、社会科学など

を通した比較文明的視点から研究しています。 

英語英米文学専攻では、シェイクスピアを中心とするエリザベス朝の演劇と詩歌、英米小説、現代

詩歌等についての科目を設置しています。作品分析と解釈を通して、修士論文に向けた徹底的な個別

指導をカリキュラムの特色としています。詩歌の分野においては、16世紀と現代を視座に置き、作家

や作品研究の一方で、作品を「文化の詩学」として読解し、ルネサンス文化の研究と解読指導を行な

っています。現代詩においては、詩における他者との対話の問題を検討しながら、テクストを詩人の

主体位置の観点から分析・考察しています。英米小説では、数多くの英米作家や小説が演習対象とな

り、文学テクストにおけるディスコース＝意味生成の仕組みや浪漫派詩人との比較の問題、英米文学

受容の過程、夏目漱石との比較文学論等々が主要な演習テーマになっています。 

文化・社会学専攻の歴史学コースでは、１年次配当の選択必修科目が、史料講読を中心とする科目、

論文の読解や研究史の理解に重点を置く科目等からなり、多様な研究内容、研究方法を展開し、いず

れも学生による発表を基本形態としています。学生は複数の科目を履修することによって、より広い

視野を持って修士論文に取り組むことができます。２年次配当の演習では、それまでに学んだ知識や

方法論と、自らの問題意識に基づいて、自らが解明しようとする研究テーマを深く掘り下げ、学術的

に価値の高い修士論文を作成することを目標とします。 

現代文化学コースでは、１年次配当の選択必修科目は、思想史的文献講読を中心とする科目、現代

的事象の研究論文の読解や諸テーマの現代における研究史の理解に重点を置く科目等からなり、多様

な研究内容、研究方法を展開し、いずれも学生による発表を基本形態としています。学生は複数の科

目を履修することによって、現代文化にかかわる諸テーマならびにそれをめぐる研究史の整理と課題

の発見、文献資料の収集・読解・分析方法などを学ぶことができます。２年次配当の演習では、それ

までに学んだ知識や方法論と、自らの問題意識に基づいて、解明しようとする研究テーマを深く掘り

下げ、学術的に価値の高い修士論文を作成することを目標とします。 

社会学コースでは、１年次配当の選択必修科目は社会学の基本理論と国際社会の理解という二つの

大きなテーマから構成されています。この柱に関連づけられながらアジア社会、教育、経済といった

個別の領域の研究を進めていきます。学生はこれらの科目を少人数教育で履修し、発表のスキルを会

得しつつ、他の受講生や担当教員との議論などを通じて修士論文のテーマを決め、２年次配当の演習

へと進みます。演習では、文献解読、社会調査などを通じた研究報告を繰り返すことによって社会認

識を深め、修士論文を完成させます。 

都市学コースでは、まちづくりや都市の環境問題、地域社会や都市の意思決定のあり方などの切り

口として、都市像を包括的に理解する科目を配置しています。「都市」を対象とする社会科学を学際

的、横断的に学ぶことが１年次配当の選択必修科目のねらいです。２年次の演習では、この延長のう

えに学生個々の都市像を確立しつつ、都市や都市政策についての実践的な知識も深め、応用のきく修

士論文を仕上げていきます。 

心理学専攻の心理学コースでは、知覚や認知など人間行動に関する基礎的領域から、社会心理・産

業心理などのより応用的領域にわたり、科学的方法により人間行動を解明できる科目を適切に組み合

わせて１年次配当の選択必修科目としておいています。これらを適切に組み合わせることにより高度

な専門的知識とスキルを習得し、体系的な研究が可能になり、２年次の演習を通じて修士論文の完成

へと進みます。 

臨床心理学コースでは、基礎的な心理学を土台に据えつつ、地域社会での心のケアとサポートを提

供できる専門家として活躍できる能力の向上をめざす科目編成を行い、かつ（財）日本臨床心理士資

格認定協会の第１種指定大学院として、臨床心理士受験資格取得に必要な専門科目群を配置してあり

ます。２年次の演習では既に獲得した専門的知識と技法を統合し、専門職活動に理論的に生かせる修
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士論文の作成に向います。 

総合文化研究科カリキュラムの特色として、多くの共通科目を設置しています。これはそれぞれの

専攻が共通の基盤からなっているということを意識し、分野横断的、広汎な領域を学ぶことによって

専門研究の質を高め、より客観的で厳密なものにするという研究科全体の理念を体現したものです。

また幅広い高度な知識を獲得することによって、専門に閉じこもらず、柔軟な応用力をもった人材を

育成しようという意図を込められたものです。学生は専攻にかかわらず、すべての共通科目を選択す

ることができます。これらの科目は、どの専攻にも直接関わらないが共通の基礎となりうるもの、あ

る専攻に関連するが他専攻の学生にとっても有益な知識として利用可能なもの等、多彩なかたちで編

成されています。適切な選択をすることにより、広い教養を身につけることも、専門の研究を補強す

ることもできるようになっています。この共通科目は選択必修科目とその延長である演習と両輪とな

って本研究科のカリキュラムを構成しています。 

【その他の特色】 

総合文化研究科では専門的かつ学際的な研究の環境を整えるために、基礎的理論とスキルの徹底的

習熟、それに基づいた応用能力の開発を幅広い視野で展開できるように指導を行います。 

教育理念・目標を実現する人材の育成に向けて総合文化研究科の教員たちは、自らの研究活動を積

極的に示し、お互いを尊重しあう立場で学問的な議論する場を設定することに努めます。その際には

知識の一方的な伝授という形式だけではなく、演習という参加型形式を多用することで、受講生たち

の内発的な研究意欲をかきたて、問題意識を練磨させ、他者や世界に対して自らを表現していく能力

を高めることを意図しています。大学院が広く社会や世界に開かれた場となることの証は、そこで学

び、研究する者が、いかに幅広く深い知識を取得し、実践的能力を身につけ、問題提起や問題解決に

臨むことができるような自己形成を成し遂げるか、ということにあります。このような主体性の確立

こそが研究者、高度の専門職業人などの、現代社会が大学院に求めている要請を実現する基盤といえ

ます。本研究科は、すべての研究過程を通して学生の主体性を重視し、教員が責任をもって支え導い

ていきます。 

学術的価値の高い修士論文の完成をめざして研究全体のレベル・アップをはかるためには大学院研

究雑誌、修士論文中間発表会、修士論文発表会での研究発表指導などがあります。あらゆる機会を通

じて指導教員は学生個々の研究状況や希望進路等の把握に努め、それに基づきそれぞれの学生に適切

な指導、助言、資料の提示等を行います。また、ティーチング・アシスタント制度を活用することに

よって、学部生に大学院への関心を呼び起こす契機とし、学部との交流に役立てます。このように研

究科全体が研究指導効果をあげるよう努力や工夫を重ねていきます。 

【農学研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材像】 

21世紀中期に地球上の人口が100億に達すると推定される中にあって、食糧生産の飛躍的増大が、人

類の生存を保障するための最優先課題となってきています。さらに地球温暖化に象徴される地球環境

の破壊、資源の枯渇など人類の生存を脅かす事態が加速度的に進行しています。このような状況下に

あって、農学研究科は、人類の衣食住の質的向上、農林水産資源の開発・蓄積・有効利用、環境修復・

保全の科学を進展させるための研究に焦点をあてて取り組んでいます。 

同時に、教育的見地から人類の生存保証を主命題として、生物資源の開発・生産・有効利用に関す

る、さらには、地球の生物環境保全・修復のような総合領域に関する深い学識と高度な科学技術を持

つ目的指向型研究者を養成して社会に送り出すことを目標にしています。 

【農業生産科学専攻の学習・教育目標】 

農業生産科学専攻では、生命現象を深く理解し、生物生産を積極的に利用し、食糧をはじめ生活関

連物質の生産技術に関わる学問領域、生産物の処理、加工、利用技術に関わる学問領域、生産物の生

産・流通・消費についての社会科学的領域、さらには生物生産を通じての環境保全に関する学問領域

を扱います。つまりは、生物資源の生産とその有用利用、地球の環境保全に関する学問領域について、

高い学識と科学技術を修得した技術者および研究者を養成することを目標としています。 

【農業生産科学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

博士前期課程では８専攻分野、作物学、育種学、園芸植物学、植物感染制御工学、昆虫学、農業経

営経済学、植物・人間関係学、花卉園芸学の中から１つの専攻分野を選択する。その専攻分野におい

てはより深い専門知識を教授する「特論」、研究情報を収集し、討論する「演習」および高度な専門

技術の修得の伴う「実験」「実習調査」を極めます。残り７つの専攻分野で展開されている「特論」



12/21 

を必要とされる数、受講します。さらには最先端の知識を修得のための「特別講義Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」を準

備しています。 

博士後期課程では前期課程で選択した専攻分野において、研究者として自立するための授業科目「特

別演習」「特別実験研究」を準備しています。ここでは、「実験」で得られた新規の結果をまとめ、

国内での学会発表は言うに及ばず、国際学会での発表も指導し、学術論文としての作成能力を育成し

ます。 

【その他の特色】 

農業生産科学専攻の博士前期課程の修了時に、必要科目の修得において、高等学校専修（農業）の

免許を取得できます。就職先は食品、種苗、製薬会社等の多岐に亘りますが、在籍中に公務員試験を

めざす学生もいます。 

【水産学専攻の学習・教育目標】 

漁業・養殖業という生産現場のニーズから生まれた水産学は、海洋大国日本の繁栄とともに高度化、

細分化され、世界に類をみない発展を遂げてきました。しかし、そのような専門化は、複合科学であ

る漁業・養殖業の実際のニーズからは乖離し、各大学で水産学の専門教育を受けた大学院修了者が問

題解決能力に劣ることが指摘されています。 

水産学専攻の教育目標は、このような個々の分野での深化のみに陥ることなく、魚介類を生産する

手法の開発からその生産物を加工し、流通させるまでの水産業全体を掌握できる広い知識と視野を持

った、即戦力型の技術者、研究者の育成です。そのため、各専攻分野が有機的な連携を図るための共

同研究や専攻内合同セミナー、シンポジウムを頻繁に開催し、大学院学生がそれらに積極的に参加し

て種々の専門分野の意見、ニーズを体得できるよう、体制を整えています。 

【水産学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

水産学専攻は、魚介類の遺伝・生理・生態学的解明をめざす水産生物学、魚介類の効率的な生産手

法について探求する水産増殖学、魚介類の行動理論に基づいて漁獲方法や飼育方法を開発する漁業生

産システム学、持続的な生物生産を行うために環境を科学する水族環境学、生産・漁獲物を高度に利

用する技術を開発する水産利用学、生産・加工した魚介類の国内外における流通と市場形成過程を解

析する水産経済学からなります。本専攻の開講科目（特論・演習・実験）は、このような自然科学か

ら社会科学まで、「水産」を取り巻く様々な分野を網羅し、「漁場・養殖場から食卓まで」の水産業

の流れに沿って全般を把握できる構成となっています。そのため、大学院学生には、主専攻分野以外

の単位の取得を強く奨励しています。 

【その他の特色】 

本専攻の担当教員には、和歌山県内に白浜実験場や浦神実験場など４カ所、また富山県と鹿児島県

にも各１カ所の実験場を持ち、我が国で現在行われている魚類養殖方法の多くを開発してきた近畿大

学水産研究所の教員が含まれています。水産学専攻の各分野に所属する大学院生は、必要に応じてこ

のような水産研究所のフィールドや実験施設、宿泊施設を充分に活用し、実産業規模での魚類生産か

ら流通に関わる調査・研究が実施可能です。 

【応用生命化学専攻の学習・教育目標】 

博士前期課程では、学部教育で修得した生命化学の基礎的知識と技術に立脚して、微生物、植物、

動物の構造、機能、代謝の分子レベルの知識を農学、食品学、医学、薬学、環境科学領域に応用する

研究能力または専門性を要する職業などに必要な高度な知識と能力を養うことを目的としています。 

博士後期課程では、生命化学分野の研究者として自立して創造的な研究を行い得る能力の涵養と高

度に先進的な業務に必要な専門技術と学識を修得し、国際的に活動することのできる人材の育成を目

的としています。 

【応用生命化学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

博士前期課程では、「生命化学の基礎的知識と技術に立脚して、微生物、植物、動物の構造、機能、

代謝の個体および分子レベルの知識を農学、食品、医学、薬学、環境科学領域に応用する研究能力を

養う」目標の達成のために、学生自身の属する研究分野はもとより広い生命化学の分野の専門知識と

広い視野に立つ深い学識を修得できるように、応用微生物学、食品微生物工学、食品機能学、応用細

胞生物学、生物制御化学、森林生物化学、生命資源化学の７分野を設定し、それぞれの分野で２科目

合計14科目の特論講義を開講し、それらを２年間で受講可能としています。すなわち、それぞれの分

野に属する特論を２つ選び、これをその学生の専修科目とし、それに対応する特論演習および特別実
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験を必修として、学生の属する研究室の指導教員により指導されています。さらに、隔年ごとに２つ

の特別講義が開講され、選択受講できるようにしています。特別講義は、集中講義形式で開講される

ことが多く、トピックスあるいは特定の内容を90分の講義を１日４コマ集中して行い3.5日で２単位

としています。 

以上の定期的な講義、演習、実験に加えて、幅広い、また最新の研究内容に触れられるよう、学内

外のあるいは外国の研究者による単回のセミナーや特別講義が、不定期であるが開催され、レベルの

高い教育研究を維持するよう配慮されています。 

博士後期課程は、「生命化学分野の研究者として自立して創造的な研究を行い得る能力の涵養と高

度に先進的な業務に必要な専門技術と学識を修得し、国際的に活動することのできる人材を育成する」

目標の達成のため、自身の学位論文の完成することを目的とした「実験研究活動を中心とした教育課

程」であることは従来と変わりはないが、研究者としての自立に役立つ、いわゆるＴｅａｃｈｉｎｇ 

Ａｓｓｉｓｔａｎｔ（ＴＡ）活動を通じて指導的視点で研究を実施する経験を積む過程をとおしての

成長を計っています。また、国内ばかりでなく海外での学会発表の機会を推奨し、英語での学会誌へ

の論文投稿するよう指導し、幅広い知識と国際感覚を身につけた研究者の養成を実施しています。 

【環境管理学専攻の学習・教育目標】 

環境管理学専攻では、広く環境の保全をめざした研究ならびに教育を追求することを理念としてい

ます。現在の地球環境は、深刻な環境の悪化による生態系の破壊に直面し、速やかにその解決を担う

専門家の養成が強く求められています。環境管理学専攻では、陸域や水圏の生物多様性の研究や絶滅

危惧種の保全、天然資源の利活用、環境の修復・緑化、途上国における環境の保全と利用、これらを

具体的に進めるための政策立案など、環境問題を多角的視野から総合的に評価解析する高度な技術の

修得をめざします。理論だけでなく身をもって体験するフィールドワークを重視し、環境技術と環境

政策の枠組みを世界に発信することも、環境管理学専攻における重要な役割と考えています。 

具体的な方針としては、 

①平成18年度に文部科学省の現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）に採択された「里山

の修復活動を通じた環境理解教育の実践―キャンパス里山を素材とする人間と自然の相互作用の理

解と環境倫理の養成―」をテーマに、学内の里山修復活動を通して環境を専門的視野から考えるリ

ーダーを養成します。 

②海外の大学や研究機関、あるいはフィールドにおける研究や調査を通じて、国際的に通用する研究

者や専門家の養成をめざします。 

③環境に関連する学会での発表ならびに論文の作成等を通じてグレードの高い研究活動をめざします。 

④総合的な観点から環境を守り修復する高度な技術の修得をめざした教育・研究を行います。 

【環境管理学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

環境管理学専攻は社会科学から自然科学までの広範囲の研究分野を有することを特徴としています。

すなわち、研究分野はフィールドからラボまでを合言葉に、実践や応用を目標とし、広範囲の分野を

横断的ならびに体系的に研究できるための授業編成を特徴としています。環境問題等をより深く追求

するために必要な分野を可能な限り網羅する体制を整えています。 

【その他の特色】 

環境管理学専攻でより深く学習・研究することにより、学芸員、環境管理士、ならびにビオトープ

管理士補に通じる道をひらきます。 

【バイオサイエンス専攻の学習・教育目標】 

バイオサイエンス専攻では、「医療」、「創薬」、「食糧」、「エネルギー」に関する諸問題に対

応できる研究者を育成するために、近年急速に進展する生命科学分野の技術革新に組織的に対応し、

国際的な競争力をもつ最先端バイオサイエンス教育・研究を行っています。これにより、生命科学の

基礎から応用に至る幅広い視野に立って諸問題に取り組み、独創的なフロンティア精神とリサーチマ

インドを兼ね備えた大学院生を養成します。本専攻は実験生物学に基づく生体機能科学分野と、その

技術を化学的側面から支える分子機能化学の２つの専門分野から構成され、最新の知見や技術をでき

るだけ早い段階で導入していくために、他の先端技術研究機関とも連携し、常に外に向かったオープ

ンな大学院専攻として教育・研究を行っています。また、アグリバイオ技術の実用化に必要な社会的

知識、バイオビジネスなどに関する教育、さらに英語能力の向上のための教育を強化し、地域社会の

みならず世界に通用する人材を育成します。 
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【バイオサイエンス専攻のカリキュラム編成上の特色】 

本専攻では、生体機能科学および分子機能化学の２つの専門分野において、体系的かつ網羅的に学

ぶことのできるオムニバス方式の特論をそれぞれ開講し、かつ動物発生工学、動物分子遺伝学、植物

分子遺伝学、植物分子生理学、分子生物学、生物有機化学、生命情報工学などの専門性を基軸に、全

ての生物を対象とした個体および分子レベルでの最先端の技術と知識を修得することにより、基礎か

ら高次機能におよぶ生命現象の仕組みの理解まで発展させます。研究テーマの中には、最先端の化学

分析技術を用いた基礎研究や、実際の農業生産、薬剤開発、その他バイオ関連産業においてすぐにで

も活用できるような応用研究も含まれています。演習では、プレゼンテーション、英語論文の書き方

を含め、一般的な研究活動において必要とされるすべての技術方法論を学びます。博士後期において

は、前期課程で得た技術や知識、プレゼンテーション能力をさらに深め、研究のプロフェッショナル

としての自覚や精神をも磨きをかけます。以上のように、最先端バイオサイエンスの基礎から農学へ

の応用・実用化までを取り入れた一貫教育・研究システムにより、21世紀の日本バイオ産業を興隆し、

実践的技術を修得した研究者を養成します。 

【その他の特色】 

学部教育において、大学院進学を意識した高度専門教育を行い、より実践的なバイオ技術（バイオ

インフォマティクス、バイオビジネス論など）も修得させ、医薬、食品を含むバイオ関連企業への就

職へと進展させます。そのためには、教員の国内外の科学技術プロジェクトへの参画による外部資金

導入を活発に行い、それに伴う大学院生の国内外の研究機関（研究者）との交流、学会などへの積極

的な参加を遂行しています。 

【生物理工学研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材像】 

生物理工学研究科は、生物系と理工学系の伝統的な科学・技術に裏打ちされた学際的な先端学術分

野に係わる未来志向の教育研究理念のもと、科学技術の進展と幅広い分野の課題に対応できる先見的

な洞察力と創造力の涵養、そして高い倫理観と自主独往の精神を兼ね備えた人格の陶冶を目的とし、

地域社会との連携とともに地球社会との調和、さらに人類社会の福祉と持続的発展に貢献する優れた

研究者と高い専門性を有する技術者を育成します。 

生物理工学研究科は、生物理工学部の理念・目的を踏まえ、その一層の高度化、深化をはかること

を基本的な目的とし、ヒトを含む生き物と機械論的世界観を融合し、生物学と工学との学際領域の教

育と研究を拡大するための方向性を模索しています。それぞれの分野が、個別に遂げた発展を融合し、

さらなる学際領域を模索しようとするものです。新しい学際領域の発展は、自然と共生・共存する人

類の文明社会の持続的な開発と発展を可能とします。そのために、新しい視点に立った学際的教育を

行うことによって広い教養と良識を具え、洞察力と創造性に富んだ国際的に通用する高級研究技術者

を養成することを目標にしています。本研究科では、学生と教員が密接に協力し合い、適切な教育課

程に従って自然科学の幅広い分野を融合した学際分野の教育と研究を発展させ、生物学および理工学

的素養・背景を有する高級技術者および研究者を養成し、人類社会の発展に貢献します。 

【生物工学専攻の学習・教育目標】 

博士前期課程： 

広い視野に立って精深な学識を授け、生物工学分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な能力を養うことを目的とする 

博士後期課程： 

生物工学分野の研究者として自立して研究活動を行い、又はその高度に専門的な業務に従事するに

必要な研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする 

生物工学専攻では、植物、動物に微生物を加えた生物機能の原理をその工学的応用を展望しつつ解

明するという基礎的研究と応用的研究とを融合した戦略的研究を展開することを使命と考えています。

このような理念の上に立って、学部においては別個に進めてきた生物工学、遺伝子工学および食品安

全工学の教育を一本化した教育体制を取っています。生物工学専攻の教育目標の大きな特徴は、広範

で高度な専門知識と技術をもつ研究者と技術者の養成にあります。また、社会人入学、リカレント教

育をカリキュラムの中にシステム化し、高度の知識を持ったバイオサイエンス研究者の養成にも力を

入れています。 

【生物工学専攻のカリキュラム編成上の特徴】 

生物工学専攻の柱となる研究・教育分野は、「動物分子生命工学」、「生殖再生生命工学」、「植



15/21 

物分子生命工学」、「生命環境工学」、「生体機能分子工学」、「食品生命工学」の６分野であり、

それぞれに専修科目・関連科目が設けられています。また、最先端の生命工学に関する幅広い基礎知

識と視野の涵養のための共通科目や、国内外でのインターンシップ、インターフェイス分野別専門家

特別講義など産業現場との接点の体験、技術者・研究者として国際社会の中でコミュニケーション能

力を発揮するための語学スキルの向上、職業倫理の醸成などに資する共通科目も設けられています。 

【その他の特色】 

平成19―21年度に文部科学省大学院教育改革支援プログラムに採択され、大学院教育の充実を推進

しました。教育・研究の充実だけではなく、経済的支援も含む学生のための研究環境の充実にも配慮

がなされています。 

【生体システム工学専攻の学習・教育目標】 

博士前期課程： 

「広い視野に立って精深な学識を授け、生体システム工学分野における研究能力又は高度の専門性

を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする」 

博士後期課程： 

生体システム工学分野の研究者として自立して研究活動を行い、又はその高度に専門的な業務に従

事するに必要な研究能力及びその基礎となる豊かな学意識を養うことを目的とする。 

生体システム工学専攻では、機械・電気電子・情報通信工学と医療・福祉工学、健康科学、生活科

学を横断する学際的な生体システム工学の教育研究を通して、高齢社会に対応した人間生活の質（Ｑ

ＯＬ）の向上に貢献しうる高度な技術者・研究者の育成を使命として、以下の３つの教育目標を掲げ

ています。 

上記生体システム工学に関する幅広い教育研究を通して、自主的な問題発見分析能力、問題解決能

力を身につけた人材を育成します。 

高い技術者倫理を有し、安心で安全なシステム設計およびモノづくりといった生体システム工学に

関する技術の確立に貢献できる人材を育成します。 

国際的な視野と教養を有する技術者・研究者となり得る人材を育成します。 

【生体システム工学専攻のカリキュラム編成上の特徴】 

本専攻の基礎となる計算分子生物学を始めとする生命情報学教育を担うシステム生命科学科、ユニ

バーサルデザインを始めとする人間生活工学教育を担う人間工学科、人工臓器の開発・管理を始めと

する医用工学教育を担う医用工学科の各専門教育分野を分野横断的に包含して、広い視野に立って本

専攻分野における研究を遂行し、また高度専門職業を担う能力を育成できるように５つの柱（ナノ・

機能材料工学、生体医工学、情報通信工学、人間生活環境工学、先進計算科学）を設けました。そし

て、それぞれの柱に合致した特色ある専修科目および関連科目を設定し、合理的方法と高い効果で専

門科目を修得できるようにしています。 

また、インターンシップ、インターフェイス分野別専門家特別講義、専門領域実践英語Ⅰ・Ⅱなど

を通し、技術者、研究者として国際的学術社会の中でもコミュニケーション能力を発揮できるようカ

リキュラムの整備も行いました。 

【その他の特色】 

「生命」、「医療」、「環境」、「情報」の各分野へ研究成果を還元するために、学術的な側面の

充実を図るとともに、産・学・官の連携も重視した研究体制をとることで、社会、地域貢献を実現し

ていきます。 

【システム工学研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材像】 

システム工学研究科の教育・研究目標は、研究者や高度専門職業人としての技術者の育成にありま

す。 

基礎的な原理の理解や複雑な現象の解明、あるいは既存の技術の習得のもと、広い視野に立った工

学の方法を身につけ、人間と自然が共存できる社会の構築に寄与することを理念としています。特に、

実益的な技術との連結を重視しながら、多分野にわたる広いシステム的思考に基づいて、ますます複

雑化する技術課題に、多様な解決策を提言できる研究者や高度専門技術者の育成を目指しています。

また、人間の快適な生活や福祉に役立つさまざまな製品の開発や生産技術に関して、基礎工学から専

門技術までを包含した教育・研究を幅広く展開しています。広い視野に立って精深な学識を修め、専

門分野における高度の専門性を有する職業等に必要な能力を養成します。複雑化を増している工学分
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野の様々な課題に、探究心と先進的な指導力をもって果敢にチャレンジし、国際的に活躍できる人材

を育成します。 

【システム工学研究科のカリキュラム編成上の特色】 

システム工学研究科は、博士前期課程と博士後期課程からなる一専攻の研究科です。これまでの大

学院の教育・研究が科学技術を細分化し、深化させる方向であったのに対し、本研究科は、分野横断

的な総合力を備えて課題解決に取り組むことができる高度専門技術の獲得を目指すことを特色とした、

新たな発想のカリキュラムを編成しています。 

博士前期課程では、学士課程に対応した、「生物化学コース」、「機械工学コース」、「ロボティ

クスコース」、「電子情報工学コース」、「情報コース」、「建築コース」の６つの学問分野につい

てカリキュラムを組み、高度専門的な教育・研究体制を採用しています。また、専門科目に加え「国

際・キャリア」分野では、倫理性及び英語伝達力を修得し、所属するコース以外の「コース基礎」分

野あるいは工学的実践である「特修」分野を履修して、学問分野を越えた総合力を獲得する教育プロ

グラムとしています。「特修」分野では、他大学院、公設あるいは民間の研究機関での研修やプロジ

ェクトへの参加を通して、実学教育の充実を図っています。博士後期課程では、「特殊研究」を行っ

て、専門分野についての体系的知識や技術をさらに深めるとともに、主体的に研究活動を展開するこ

とにより、深奥を究める探究力と学際分野の課題を解決するに至る道筋を提案できる力を育成します。 

【生物化学コースの教育・研究目標】 

生物化学コースは、学部―大学院連携プログラムを通して探求・研究能力を高め、社会で即戦力と

なる、研究者及び高度専門職業人としての技術者・研究者を育成します。本コースの学修・教育にお

ける到達目標は以下の４項目です。 

① 自立的研究能力の強化 

② 化学／バイオ関連領域の幅広い理論的知識の修得 

③ 広い視野とシステム思考による問題解決能力の養成 

④ 国際性とコミュニケーション能力の涵養 

【生物化学コースのカリキュラム編成上の特色】 

それぞれ異なる分野としてその学術性や技術が発展してきた生物工学と化学は相互に関連しながら、

融合した新しい分野を形成しています。「バイオテクノロジー」を利用すると同時に、化学的に生物

の特徴を模倣（バイオミメティクス）することで生体に優しい医療（バイオコンパティビリティ）へ

の利用が期待されます。また、「バイオマス」の新しい利用法の創製により環境に優しい資源及び材

料の開発が実現され、さらに生物の「ゲノム」情報を他の工学分野に活用することで、生活をより快

適なものにできると考えられます。様々な事象を、生物工学あるいは化学といった独自の分野のみか

ら考えていては、最適な解決や応用には至りません。本コースでは、生物工学と化学が融合する分野

横断的な領域における教育・研究の指導に必要な下記カリキュラムを設置しています。 

1.12専修科目群から１つの専修科目を選択し、さらに関連する科目を選択して、専修分野の学術研

究における課題設定と解決能力の向上を進めます。また、外部講師により最新の生物工学と化学、

そしてそれらの融合分野のトピックスと学術背景を学修し、工学的な意義や技術の成り立ちを学

術的に考察できる能力を養います。また、上記の学修に必要な基礎知識や関連技術を得るため、

４つの共通科目から必要に応じて選択して学修支援されます。 

2.専修科目の担当教員の指導による最先端の研究を通して、自立した研究者として、生物工学また

は化学の専門能力を養成するとともにそれぞれの分野を融合した領域における能力を高めます。

分野に特徴的なデータ整理法や解析手法の修得と、分りやすく表現する能力や口頭でのプレゼン

テーション能力の向上を図り、国内外での学会等での研究成果発表や学術論文作成の指導が行わ

れます。 

大学院博士後期課程ではさらに高い専門能力を養成します。 

【機械工学コースの教育・研究目標】 

機械技術を足場に、幅広い専門知識と高度な先端技術を習得することにより、学部における機械工

学に関する種々の基礎知識を踏まえた「ものづくり教育」と関連づけながら、機械工学のより高度な

専門的学識を身につけさせることを目指しています。そして、個々の学生がその適性や意欲に応じて

高度な専門的研究を実施することで、新しい課題の発見や解決能力を修得し、研究者や高度専門職業

人としての技術者に育成していくことを教育目標としています。特に、急速に発展する機械システム
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は、機械技術のみならず、ＩＴやＡＩ技術など複合的工学分野に跨っており、機械システムの設計は

もちろん、その構築や運用方式を探求でき、「ものづくり」を通して社会に貢献する研究者及び高度

専門的職業人の育成を目指します。 

【機械工学コースのカリキュラム編成上の特色】 

機械工学コースは、機械系主要分野である材料工学、設計工学、生産加工学、熱・流体エネルギー

工学、計測制御工学を網羅した研究領域を柱として、材料加工分野、エネルギー分野、計測制御分野

の３分野に大別し、学部での学習を踏まえた、より高度な専門知識を習得できるようカリキュラム構

成されています。学生は選択した分野での専門領域において高度な研究活動を行います。さらに、専

門領域を基軸にして、高度情報化社会に適切に対応できるよう、機械工学コースの専門科目やコース

横断科目を選択履修することで、幅広く、ものづくりにおける高度な先端技術に関する専門知識を修

得させます。自らの専門領域を確立した研究者や高度専門職業人としての技術者育成を目指します。 

大学院博士後期課程ではさらに高い専門能力を養成します。 

【ロボティクスコースの教育・研究目標】 

産業界においては生産性の向上やコスト削減を図るため、ロボットに対する需要はより高くなると

ともに、医療福祉分野及び生活支援分野においてもロボットのさらなる活躍が期待されています。こ

のような時代のニーズに応えるため、高度な知能化技術などを備えた新時代のロボットを開発できる

創造性豊かな技術者の育成が必要となります。ロボティクスコースでは、多様な社会ニーズを解決す

るために、機械工学、電気・電子工学、情報工学、制御工学などの幅広い分野の知識を横断的に融合

し、自らロボットを研究・開発することによって、安心・安全な未来社会を支える研究者及び高度専

門的職業人の育成を目指します。 

【ロボティクスコースのカリキュラム編成上の特色】 

ロボティクスコースの研究分野は、機械工学、電気・電子工学、情報工学、制御工学などの幅広い

分野の知識を横断的に学ぶことで、多様な社会ニーズに応える高度な専門能力を有する技術者の育成

を特色としています。このため、ロボティクスコースのカリキュラムでは、「制御」と「システム」

に関する知識・経験を二本の柱として、ロボットを制御するための専門知識及びシステムを設計・開

発するための専門知識に関する科目群から構成されています。また、「特別研究」では工学分野の様々

な課題に対して、問題発見とこれを解決するための能力を養うため、ハードウエア及びソフトウエア

の両面からロボットの研究開発に必要な実践力を着実に身につけることができます。さらに、ロボテ

ィクスコースのカリキュラムの下で学生はこれらの知識を用いてロボットの研究開発に積極的に参加

するとともに、自らの研究内容を発表することによって高度なプレゼンテーション能力を養成します。 

大学院博士後期課程ではさらに高い専門能力を養成します。 

【電子情報工学コースの教育・研究目標】 

高度情報通信社会を支える人材育成の要請に応えるべく、電子工学・情報工学・計測制御工学の分

野において幅広く活躍できる技術者の育成を目指しています。このような教育理念のもと、現代の社

会や産業の基盤となるような複雑なシステムを設計・構築し、かつ運用するために、電子工学・情報

工学・計測制御工学を基盤とした洞察力やシステム設計能力を備えるとともに、これらの工学分野の

知識を横断的に身につけ、柔軟性とバランス感覚を持った技術者を育成することを教育目標としてい

ます。 

【電子情報工学コースのカリキュラム編成上の特色】 

現代社会は人間と自然と機械とが調和して機能する複合体です。このような社会を支える複雑なシ

ステムを設計・構築し、運用するためには、自然界に働きかけるハードウエアを作成するための電子

工学、そのハードウエアを有効に機能させるソフトウエアを開発するための情報工学、さらには、こ

れらを統合した技術で構築したシステムの状態を観測し、適切に運用するための計測制御工学の知識

と技術が必要となります。電子情報工学コースでは、これら電子工学・情報工学・計測制御工学を技

術横断的に融合した分野の研究・教育を行なっています。電子工学・情報工学・計測制御工学におけ

る広範な分野の専門家である教員スタッフが互いに協力し研究を行ない、現代社会を支えるシステム

を設計・構築・運用するエキスパートを育成します。 

大学院博士後期課程ではさらに高い専門能力を養成します。 

【情報コースの教育・研究目標】 

高度情報化社会の構築と発展に貢献するため、情報システム・情報メディアの分野における基礎か
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ら応用までの幅広い知識と技術を身につけた技術者の育成を目指しています。この教育理念のもと、

現代社会や産業における複雑な課題を深く洞察し、それらを解決する高度情報処理システムを設計・

構築・運用するために、情報数理学・情報メディア工学を基盤とした解析・分析力やシステム開発能

力を備えるとともに、これらの工学分野の知識を広く身につけ、柔軟性とバランス感覚を兼備する技

術者を育成します。 

【情報コースのカリキュラム編成上の特色】 

情報コースは「情報数理」と「情報メディア」を２つの柱として、教育・研究を幅広く展開してい

ます。情報数理分野では、分野の基盤であるシステム数理学及び、生産システムなどを構築する際に

必要となるモデル化及びアルゴリズムに関する高度な専門知識を習得できるようにカリキュラムを編

成しています。情報メディア分野では、画像処理・音響処理・マルチメディア処理・ヒューマンイン

タフェースなどのメディア情報処理における先端的な技術と知識を習得できるようにカリキュラムを

編成しています。これらの分野の教員スタッフは互いに協力して教育・研究を行い、また学生には、

選択した分野での高度な研究活動の指導とともに、分野を横断した幅広い教育を提供しており、高度

情報化社会の要請に柔軟に対応できるエキスパートを育成します。 

大学院博士後期課程ではさらに高い専門能力を養成します。 

【建築コースの教育・研究目標】 

建築コースは、持続可能社会を実現する未来志向の建築を目指して、地域に活力を与える建築デザ

イン、住む人に安心・安全を与える構造技術、省エネを実現する環境・設備に関する教育・研究を行

います。そして、次のような３種の技術者を育成することを目標としています。1.地域に活力を与え、

持続可能性に配慮した意匠設計ができる建築専門家、2.住む人に快適な環境を与え、持続可能性に配

慮した設備設計ができる建築専門家、3.住む人に安心・安全を与え、持続可能性に配慮した構造設計

ができる建築専門家。また、それぞれの目標に対して博士前期課程２年間で以下の知識・能力を身に

つけることを到達目標としています。１の目標に対して、（１―Ａ）実務意匠設計力、（１―Ｂ）建

築計画力、（１―Ｃ１）プレゼンテーション力、（１―Ｃ２）研究力。２の目標に対して、（２―Ａ）

実務設備設計力、（２―Ｂ）環境計画力、（２―Ｃ）研究力。３の目標に対して、（３―Ａ）実務構

造設計力、（３―Ｂ）構造計画力、（３―Ｃ）研究力。さらに、博士後期課程では、以上の能力をベ

ースとして、自ら研究課題を見つけ、課題解決の道を探り、主体的に研究を遂行し、成果を論文にま

とめ、国内外の学会で発表できる能力を養成します。また、研究室の学生、大学院生の研究指導をと

おして、教育力、リーダーシップ力、コミュニケーション力を養成します。 

【建築コースのカリキュラム編成上の特色】 

以上の到達目標を達成するために、博士前期課程では、各目標に応じて以下のような科目を開講し

ます。なお、博士前期課程のカリキュラムでは、一級建築士受験資格における実務経験要件を満足す

るように編成されています。（１―Ａ）意匠設計に関する特論・演習とインターンシップ研修科目、

（１―Ｂ）計画・環境系の特論・演習、（１―Ｃ１）意匠系の専修科目と特別研究、（１―Ｃ２）計

画系の専修科目と特別研究。（２―Ａ）設備設計に関する特論・演習とインターンシップ研修科目、

（２―Ｂ）環境・計画系の特論・演習、（２―Ｃ）環境系の専修科目と特別研究。（３―Ａ）構造設

計に関する特論・演習とインターンシップ研修科目、（３―Ｂ）構造系の特論・演習、（３―Ｃ）構

造系の専修科目と特別研究。 

大学院博士後期課程ではさらに高い専門能力を養成します。 

【産業理工学研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材像】 

ハードサイエンスとソフトサイエンスの融合のもと、社会に信頼され地球環境に調和する産業科学

技術の展開を図り、持続可能な循環型知識基盤社会の発展に貢献することを教育研究の理念としてい

ます。この理念のもとに、修士課程では、専門領域で核となる知識や技術を修得して基本的な研究能

力と問題解決能力を養うとともに、関連する分野の基礎的素養を修得して、循環型知識基盤社会を多

様に支えて変化に柔軟に対応できる技術者を養成します。 

【産業理工学研究科の学習・教育目標】 

修士課程においては、基礎共通科目を通して知識基盤社会に必要な素養を修め、社会の変化に柔軟

に対応できる思考力、技術者としての文書作成能力や英語によるコミュニケーション能力を養います。

また専修科目では、専門分野の知識や技術を修得し、学術論文や技術資料の読解能力ならび執筆能力

を養うとともに、基本的研究能力と問題解決能力を養います。あわせて関連科目では、専門関連分野



19/21 

の基礎的素養を幅広く修得して専門領域を体系的に理解するとともに、多角的な視点から洞察する力

や発想する力を養います。さらに演習科目では、循環型知識基盤社会の発展に寄与できる研究課題を

見出し、新しい解決方法や方法論を創出するとともに、その妥当性を検証する能力、研究成果を論文・

作品や報告書にまとめる能力、学会等でプレゼンテーションする能力を養います。 

【産業理工学研究科のカリキュラム編成上の特色】 

地球温暖化や産業経済活動のグローバル化、国内産業の空洞化、人口構成の少子高齢化、国家財政

の危機など、これまで経験したことのない様々な問題が進行しています。このような状況で産業科学

技術に係る課題を表面的でなく構造的に捉えて解決を図るには、従来のように個別専門的に取り組む

のではなく、特定の専門分野に立脚しつつも、その枠を越えた領域横断的アプローチが可能な教育研

究体制を整えることが重要です。本研究科では、この観点からカリキュラム編成を行っています。 

【生物環境化学コースの学習・教育目標】 

生物環境化学コースは材料系、環境系、生物系の３つの分野からなり、材料系では、先端材料であ

るセラミックから、次世代の電池に応用される物質、天然物由来の抗酸化物質まで幅広い分野を対象

にしています。環境系では環境モニタリング、環境浄化など環境にかかわる分野を生物、化学の視点

からアプローチしています。また、生物系ではゲノム医薬や環境を浄化する微生物の研究、遺伝子工

学、食品工学など、さまざまな角度からライフサイエンスを研究しています。本コースでは、細胞・

遺伝子から先端材料まであらゆる物質と自然現象の本質を化学の視点で理解することを通じて幅広い

知識・素養と創造力・問題解決能力を培い、それをもとに医薬、食品、環境浄化、資源・エネルギー、

機能材料など様々な分野における新しい技術の開発を目指す研究者・技術者を養成することを目標に

教育を行っています。 

【生物環境化学コースのカリキュラム編成上の特色】 

生物環境化学コースのカリキュラムでは材料系、環境系、生物系の３つの分野に関して幅広く学習

できるように編成されています。近年の科学技術の著しい加速度的な発展に伴い、広範な分野を見渡

せる技術者の養成が大学院教育に求められており、本専攻ではこういったニーズに対応できる技術者

を養成するために、一つの専門領域にとらわれず広い分野についてしっかりした基礎的理解を身につ

け、応用範囲の広い学際的な視点を養うことができるように工夫されています。その結果として、化

学、食品、医薬品、環境ビジネス、エネルギー産業、先端材料開発などの企業の研究機関において研

究職、技術職として活躍できる人材を養成することを目指している点が大きな特色です。 

【電子情報工学コースの学習・教育目標】 

電子情報工学コースは、応用電子工学系、制御情報工学系、情報システム系、数理システム系の４

つの分野に関する教育研究を進めていきます。それぞれの専門分野の教育研究を進めていくなかで、

社会で必要な、幅広い知識・素養と創造力・問題解決能力を養っていきます。本コースの修士課程で

は、循環型知識基盤社会を多様に支えて変化に柔軟に対応できる技術者を育成します。本コースの教

育研究を通じて、①応用電子工学系では、センサをはじめとした計測技術やエネルギー系をはじめと

したエレクトロニクス技術を熟知した回路設計技術者、②制御情報系では、現代制御理論やコンピュ

ータアーキテクチャを熟知した組込みシステム技術者、③情報システム系では、ネットワーク技術や

データベース構築について熟知したＩＣＴ技術者、④数理システム系では、物理現象や社会現象の数

理モデル化や解析手法を熟知したシステム技術者として活躍できる人材を育成します。 

【電子情報工学コースのカリキュラム編成上の特色】 

電子情報工学コースのカリキュラムは、応用電子工学系、制御情報工学系、情報システム系、数理

システム系の４つの分野を幅広くかつ体系的に学ぶことができるように構成されています。ひとつの

専門分野を軸にして、電気電子情報通信工学の広い分野についてしっかりした基礎的理解を身につけ

ることによって、応用範囲の広い視点を養うことができるように工夫されています。 

①応用電子工学系では、高感度なセンサ素子、それを組み合わせた計測機器、プラズマ応用機器、

パワーエレクトロニクスの教育研究、②制御情報工学系では、各種機器・装置の制御、高速大容量通

信における伝送方式、並列計算アーキテクチャの教育研究、③情報システム系では、ネットワーク利

用技術、セキュリティ技術、データベース構築技術の教育研究、④数理システム系では、さまざまな

対象を数理的にモデル化して根本的な構造を解明する教育研究に特に力を入れています。 

【社会環境科学コースの学習・教育目標】 

社会環境科学コースは、人間が地球環境と調和して暮らす社会を総合的に設計しうる創造力と問題
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解決能力を修得することを目標に、環境計画系、造形計画系、経営システム系の３つの分野が連携し

て教育研究を進めていきます。その中で、修士課程では、循環型知識基盤社会を多様に支えて変化に

柔軟に対応できる技術者を育成していきます。 

社会環境科学コースは教育研究を通じて、①環境計画系では、建築設計、建築構造設計、建築設備

設計を専門とする実務家、②造形計画系では、造形デザインを専門とする実務家、③経営システム系

では、地球環境や地域活性化という課題を解決しながら、利潤を確保し継続可能な経営を実現する能

力を備えた実務家として活躍できる人材の育成を目指します。 

【社会環境科学コースのカリキュラム編成上の特色】 

社会環境科学コースのカリキュラムは、環境計画系、造形計画系、経営システム系の３分野を幅広

く学ぶことができるように構成されており、１つの専門領域にとらわれず広い分野についてしっかり

した基礎的理解を身につけ、応用範囲の広い学際的な視点を養うことができるように工夫されていま

す。 

①環境計画系では、建築計画、建築構造設計、建築設備設計、建築環境設計、建築施工に関する研

究、②造形計画系では、建築意匠設計、建築デザインに関して、またこれらに関連する建築史、美術

史、造形全般に関わる画像設計などに関する研究、③経営システム系では経営管理及び経営戦略、マ

ーケティング、ファイナンスといった理論研究のほか、これらの理論を地域活性化に応用する研究、

と多岐に渡っています。 

【医学研究科の教育研究の理念と目的、育成する人材像】 

本学医学研究科における教育研究の理念と目標には二本の柱があります。うち一本は世界をリード

する研究者の教育と養成であり、これまでに基礎・臨床ともに多くの世界的業績が挙げられています。

柱の他の一本は研究心・探究心にあふれた臨床医師の養成であり、患者の病態や問題点を高いレベル

で察知し、組織・細胞レベル、そして分子レベルまで肉薄することができる、そして従来の画一的・

ガイドライン的治療概念にとらわれないで新たな疾患概念や治療体系を打ち出すことのできる、まこ

との臨床家の育成をめざす目標です。 

平成16年度の新臨床研修制度の導入以降７年目を迎え、日本の医療は崩壊の危機に瀕しています。

特に臨床医の即成が一義的に謀られた結果、大学院教育や医師による基礎医学研究は打ち捨てられよ

うとしています。しかし、患者にとってまことの医師は前述の研究マインドに満ちた医師であり、そ

うでありたいというニーズは厚生労働省の調査によれば研修医の３～４割に依然としてあります。そ

こで本学ではそのニーズにも応えるために社会人入学制度を臨床系分野にも導入しました。大学院入

学者数は新制度により一旦５割程度まで激しく減少しましたが、本年度は旧に復しました。そして、

その半数以上がこの社会人入学制度を利用しています。 

すべてに格付けを求める市場原理医療の時代を迎えようとしていますが、その中で研究マインドを

涵養し、その探究心の証としての博士号を取得している医師は、博士号の無い医師より、臨床家とし

ても当然高く格付けされるようになります。そういう医療制度の流れを理解し、そのニーズに応える

教育を行うこともこれからの本学医学研究科の理念であります。 

【医学研究科の学習・教育目標】 

文部科学省の方針に基づき、本年度から教育内容や評価の透明性、カリキュラムの客観性、研修の

検証可能性の確保といった医学研究科教育のカリキュラム改革が行われました。その骨子はこれまで

の５系にわかれていた専攻を医学系１本に統合したこと、それにともない共通講義・演習を設置した

こと、そしてコースワークを実現したことなどです。 

すなわち、これまで指導教員に任され、客観的な検証や評価を受けなかった教育課程に透明性を確

保し、研修・研究を検証可能なものにしていく端緒として、今年度より全専攻分野共通の必修として、

社会人入学者にも受講可能な時間帯に講義・演習カリキュラムを新設しました。またＤＶＤなどを利

用することにより遠距離からの社会人入学者に対する配慮も行っています。 

文部科学省から選定された「がんプロフェッショナル養成プラン」におけるコースには、単位互換

を含めて７大学の共同大学院教育コースを設置し、共通特論講義・演習も開始されています。このよ

うに社会的関心の高い特定医療技術と知識を大学院教育の中で習得させ、さらに博士号を取得させる

ことは、例えば「がん専門の医学博士」は、臨床家としても、臨床指導者としてもより優れた者であ

るという国民的評価を獲得させるという前述目標に合致し、今後いくつかの分野で同様のコースが設

定されようとしています。 
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【医学専攻のカリキュラム編成上の特色】 

一般コースでは前述のように、今年度より全専攻分野共通の必修としての社会人入学者にも受講可

能な時間帯に、講義・演習カリキュラムを新設しました。このコースでは研究倫理、個人情報保護と

知的財産、研究立案、情報検索、実験検証、統計分析、論文執筆、論文発表などすべての研究者にと

っての基本的な知識として11教科が系統的に教育され、出席確認により必修３単位が付与されること

になりました。医学研究科の教育課程を重視し、その検証を可能とするコースの設置は、これまで求

められてはいたが実現しておらず、今後臨床研究者あるいは専門研究者の質と業績の価値、そして大

学院の社会的価値を高いレベルで標準化できると期待されています。 

また、必修の実験的・臨床的研究８単位のうち２単位を共通化し、必修とすることとなりましたが、

このために各専攻分野が技術の解説と実地訓練を行うコースを設定し、専攻分野にかかわらず大学院

生が興味のあるコースを選択し、受講できることとしました。また、医学部共同研究施設の講習会、

近畿大学医学会、博士論文公聴会、臨床研修センター主催のイブニングセミナー、医学部、医学研究

科、ライフサイエンス研究所主催の学術講演会などにも参加を勧め、それを必修単位にくり込み評価

していくことになっています。 

がんプロコースにおいては特に社会人入学者が多く、共同講義は関西の６大学の合同講義であるた

めに、足の便の良い大阪市内の会場で開催され、出席率は非常に高い。やはり、時代の先端分野にお

いて、専門資格を、しかも医学博士号として、数多くの臨床医師の中から抜きん出て付与されるとい

うコースは、特にこれからの医師格差時代においては大いに魅力のあるものとなります。 

【その他の特色】 

教育課程を重視し、客観的評価を行うことを目的として今後導入していく予定として、複数教員の

担当制、中間発表会実施、学内での複数教員による中間評価、公聴会の活性化など挙げられます。 

また、国内外、特に海外との交流の促進、大学院生の短期在外研究の制度化、海外の研究者を大学

院生に拡大し、医学研究科として受け入れる制度を整備します。すなわち、がんプロコースですでに

実現していますが、一般コースにおいても他大学との単位の互換が国内外で可能とする制度をめざし

ます。 

大学院教員の質的改善を目標に、基礎系分野の准教授の確保、非医師の優秀な人材の登用、講師の

大学院教員化、大学院教員のＦＤの実施などが企画されています。 

【実学社会起業イノベーション学位プログラムの人材養成に関する教育目的】 

現在、持続可能な地球社会への変革のため、大学には、産業構造の変革と社会構造の不可逆的変化

の時代に必要となる組織に依存しない自律したアントレプレナーシップを有する人材の養成のみなら

ず、社会実装を具体的に意識した研究実践を背景にした研究者・高度専門職業人のキャリアパスの多

様化からイノベーション創生を社会現場でおこすことのできる人材の養成機能も求められています。

さらに、第6期科学技術・イノベーション基本計画には価値共創型の新たな産業創出の基盤となるイノ

ベーション・エコシステム確立が大学の機能拡張として位置付けられています。 

一方、本学は実学を具現化する能力を有する高度専門職業人を輩出して社会に貢献する大学として、

国内外の企業や一般社会から認知されています。さらに、本学の大学等の研究開発成果を基にした起

業や新事業創出から社会問題の解決に挑戦する経験を有する人材の養成が一般社会から求められてい

る背景から、イノベーションを創生する大学発ベンチャー・エコシステムを本学に構築する必要性が

生じています。 

そこで、本学大学院は、研究科等連係課程実施基本組織に基づく新しい学位プログラムを設置する

ことで、既存の学問領域に限定されない学際的な（トランスディシプリナリー）アントレプレナーシ

ップの涵養から、社会課題を主体的に探究し、その解決に向けて挑戦する知識・技術を身につけるこ

とで、学際的な学修に裏打ちされた実学的知の社会実装の実現に資する人材を養成します。そして、

養成された人材は、本学のイノベーション・エコシステムの構築と発展のみならず、地域社会や国内

外のイノベーション・エコシステムの持続的発展に貢献すると期待されます。 


